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は
じ
め
に

　

二
〇
一
七
年
一
一
月
二
二
日
、
故
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

リ
ー　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
は
、「
慰
安
婦
」

正
義
連
盟
（
“Com

fort W
om

en

” Justice Coalition, 

以
下
Ｃ
Ｗ
Ｊ
Ｃ
）
に
よ
っ
て
市
内
に
建
て
ら
れ
た
「
慰

安
婦
」
像
の
寄
贈
を
受
け
入
れ
る
決
議
案
に
署
名
し

た
。
二
〇
一
五
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
議

会
で
像
の
建
設
決
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
し
て
か

ら
、
ち
ょ
う
ど
二
年
。
米
国
の
大
都
市
と
し
て
初
め

て
の
「
慰
安
婦
」
像
は
市
長
の
お
墨
付
き
を
得
て
公

有
化
さ
れ
た
。「
力
の
柱
」（
原
題
“Wom

enʼs Colum
n 

of Strength

”）
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
像
は
、
三
〇

を
超
え
る
公
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
彫
刻
家
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
氏
に
よ
る
作
品
だ
。
手
を
固
く

繋
い
だ
三
人
の
少
女
は
、
そ
れ
ぞ
れ
朝
鮮
半
島
、
中

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
サ
バ
イ
バ
ー
た
ち
の
少
女
時
代

を
表
し
て
い
る
。
沈
黙
を
破
り
、
力
強
く
立
ち
上
が

る
三
人
の
傍
に
は
、
一
九
九
一
年
に
日
本
軍
性
奴
隷

制
度
の
被
害
者
と
し
て
名
乗
り
出
た
金キ

ム

学ハ
ク

順ス
ン

さ
ん
の

像
が
少
女
た
ち
を
見
守
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。「
力

の
柱
」
と
共
に
寄
贈
さ
れ
た
碑
文
に
は
、
日
本
軍
に

よ
っ
て
性
奴
隷
に
さ
れ
た
「
女
性
た
ち
の
記
憶
の
た

め
に
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
世
界
中
で
の
性
暴
力
や
性

的
人
身
売
買
を
根
絶
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
右
派
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
の
像
が
中
国
系
や

コ
リ
ア
系
の
住
民
た
ち
の
反
日
感
情
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
た
、
と
の
報
道
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
事
実

は
こ
れ
と
は
違
う（

（
（

。
確
か
に
C
W
J
C
の
共
同
代
表

は
二
人
と
も
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
女
性
だ
が
、
ユ
ダ

ヤ
系
、
反
戦
団
体
、
女
性
の
権
利
、
日
系
、
オ
ラ
ン

ダ
系
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
退
役
軍
人
の
会
な
ど
、
四
〇

近
い
団
体
が
C
W
J
C
に
加
盟
し
活
動
を
共
に
し
て

き
た
。
筆
者
が
メ
ン
バ
ー
を
務
め
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
湾
岸
地
域
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
在
日
コ
リ

ア
ン
団
体
、「
エ
ク
リ
プ
ス
・
ラ
イ
ジ
ン
グ
」（
以
下
、

E
R
）、
そ
し
て 

「
日
本
多
文
化
救
済
基
金
」（
日
本

太
平
洋
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
E
R
共
同
で
設
立
し
た

日
本
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
の
助
成
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）は
、

特
に
日
本
で
長
年
活
動
し
て
き
た
団
体
と
の
リ
エ
ゾ

ン
と
し
て
C
W
J
C
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た（

（
（

。

　

な
ぜ
遠
く
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
、
七
〇
年
以
上

も
前
に
起
こ
っ
た
日
本
軍
に
よ
る
戦
争
犯
罪
に
対
し

て
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が
関
心
を
も
ち
、
行
動

に
至
っ
た
の
か
。
な
ぜ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う

地
で
「
慰
安
婦
」
を
記
憶
す
る
た
め
の
メ
モ
リ
ア
ル

が
建
て
ら
れ
た
の
か
。
本
論
で
は
、
米
国
に
お
け
る

「
慰
安
婦
」の
真
実
と
正
義
を
求
め
る
運
動
に
つ
い
て
、

分
断
で
は
な
く
連
帯
の
象
徴
と
し
て
、
そ
し
て
日
米

の
帝
国
主
義
を
解
体
し
、
乗
り
越
え
る
可
能
性
と
い

う
観
点
か
ら
論
じ
る
。

一
、
太
平
洋
を
超
え
、
世
代
を
超
え

　
　

て
受
け
継
が
れ
る
ト
ラ
ウ
マ

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
パ
リ
セ
イ
ズ
パ
ー
ク
市
や
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
な
ど
、
全
米

河  庚希
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各
地
に
「
慰
安
婦
」
を
記
憶
す
る
一
〇
あ
ま
り
の
メ

モ
リ
ア
ル
が
存
在
す
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、「
慰
安
婦
」
問
題
が
主
に
日

本
と
韓
国
と
の
間
の
政
治
・
外
交
問
題
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
な
ぜ
米
国
で
次
々
と
メ

モ
リ
ア
ル
が
建
つ
の
か
」
を
理
解
で
き
な
い
人
は
多

い
だ
ろ
う
。
中
国
系
や
コ
リ
ア
系
の
住
民
た
ち
が
反

日
感
情
を
も
っ
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
、
と
か
米

国
社
会
で
移
民
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
た
め

に
、
人
権
問
題
で
あ
る
「
慰
安
婦
」
問
題
に
取
組
ん

で
い
る
、
な
ど
と
い
っ
た
憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い
る（

3
（

。

　

し
か
し
実
際
は
、 

米
国
の
ア
ジ
ア
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
と
っ
て
「
慰
安
婦
」
問
題
は
他
人
事
で
は
な
い
。 

も
し
か
す
る
と
、
自
分
の
家
族
や
知
人
が
被
害
者
に

な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
て
も
身
近
な
問
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
近
年
、
ア
ジ
ア
系

移
民
と
そ
の
子
孫
は
米
国
に
お
い

て
経
済
的
、
政
治
的
に
強
い
影
響

力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
し
ば

し
ば「
モ
デ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
押
し

付
け
ら
れ
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド

リ
ー
ム
」を
手
に
し
た「
成
功
者
」

と
し
て
語
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、

「
野
蛮
で
後
進
的
」
な
出
身
国
や
、

移
住
「
以
前
」
の
自
分
と
き
っ
ぱ

り
決
別
し
「
文
明
を
も
つ
、
先
進

国
」
の
市
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
や
知
識
、
振
る
舞
い
を

身
に
つ
け
た
「
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ

カ
人
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
米
国

社
会
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
に
な
る
た
め
の
条
件
だ
か

ら
だ
。

　

す
っ
か
り
「
同
化
」
し
た
と
思
わ
れ
が
ち
な
ア
ジ

ア
系
住
民
だ
が
、
そ
の
内
実
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
大
学
院
で
履
修
し
た
授
業
で

中
国
系
の
教
授
が
「
私
の
祖
父
の
土
地
は
日
本
軍
に

接
収
さ
れ
た
」
と
口
に
し
た
。
祖
母
が
日
本
統
治
時

代
の
台
湾
で
学
校
教
育
を
受
け
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

出
身
の
台
湾
系
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
は
「
桃
太
郎
」

の
話
を
聞
か
さ
れ
て
育
っ
た
。「
独
身
の
ま
ま
だ
っ

た
ら
日
本
軍
に
連
れ
て
い
か
れ
る
と
聞
い
て
、
両
親

が
急
い
で
相
手
を
見
つ
け
た
か
ら
、
ぼ
く
の
お
ば
あ

さ
ん
は
あ
ん
な
に
若
い
年
で
結
婚
を
し
た
ん
だ
」。

こ
れ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身
の
コ
リ
ア
系
二
世

の
友
人
の
言
葉
だ
。「
慰
安
婦
」
だ
け
で
な
く
、
南

京
大
虐
殺
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
軍
に
よ
る
戦
争
犯

罪
、
そ
し
て
植
民
地
支
配
の
記
憶
や
ト
ラ
ウ
マ
は
、

太
平
洋
を
越
え
、
世
代
を
超
え
て
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
た
市

民
た
ち
が
、
全
米
で
「
慰
安
婦
」
を
記
憶
す
る
メ
モ

ル
ア
ル
の
建
設
を
進
め
て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
記
憶
の
継
承
は
日
本
軍
に
よ
る
戦
争

犯
罪
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
比
較
文
学
の
研
究

者
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
記
憶
に
つ
い
て
多
く
の
著
書
を

出
し
て
い
る
マ
リ
ア
ン
・
ハ
ー
シ
ュ
は
、
文
化
的
・

集
合
的
ト
ラ
ウ
マ
を
経
験
し
た
世
代
か
ら
、
そ
の
後

に
生
ま
れ
た
世
代
へ
、
物
語
や
想
像
力
、
態
度
な
ど

を
通
し
て
「
記
憶
」
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た（

4
（

。
ま
た
、
移
民
・
難
民
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ

い
て
数
多
く
の
著
書
を
出
し
て
い
る
イ
エ
ン
・
リ
・

エ
ス
ピ
リ
ト
ュ
は
、
米
国
に
定
着
し
た
ベ
ト
ナ
ム
難

民
一
世
と
二
世
の
間
に
横
た
わ
る
「
強
制
さ
れ
た
沈

黙
」
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
辛

い
記
憶
を
封
じ
込
め
る
と
い
う
よ
り
も
、む
し
ろ「
語

ら
な
い
こ
と
・
語
れ
な
い
こ
と
」
に
よ
っ
て
、
ト
ラ

ウ
マ
が
引
き
継
が
れ
、
二
世
の
生
き
方
に
影
響
を
与

え
て
い
る
、と
主
張
し
た（

5
（

。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
「
体

現
さ
れ
た
知
識
」
は
、
し
ば
し
ば
歴
史
の
公
文
書
の

中
に
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
類
の
知
識
で
あ

る（
6
（

。
二
〇
世
紀
は
「
証
言
の
時
代
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
も
そ
も
言
葉
に
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、

当
事
者
で
な
い
限
り
到
底
理
解
も
共
感
も
で
き
な
い

ほ
ど
の
凄
ま
じ
い
苦
し
み
や
辛
さ
を
、
ど
の
よ
う
に

語
り
継
ぎ
、
記
憶
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
大
き
な

課
題
に
直
面
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
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二
、
分
断
で
は
な
く
連
帯
の
象
徴
と

　
　

し
て

　

二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
は
、
中
国
系
が
二
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

以
下
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
（
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）、
ベ

ト
ナ
ム
系
（
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）、
日
系
（
一
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
）、
イ
ン
ド
系
（
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、

コ
リ
ア
系
（
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
続
く
、
全
人

口
の
三
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
ア
ジ
ア
系
住
民
で
あ

る（
（
（

。
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
に
世
界
で
初
め
て
「
女

性
差
別
撤
廃
条
約
」
を
市
の
条
例
と
し
て
採
択
し
、

女
性
や
少
女
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
根
絶
す
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
自

治
体
だ
。「
慰
安
婦
」
メ
モ
リ
ア
ル
建
設
反
対
派
の

中
に
は
「
慰
安
婦
は
売
春
婦
だ
っ
た
」
な
ど
の
発
言

を
繰
り
返
す
人
種
・
女
性
差
別
主
義
者
だ
け
で
な
く
、

日
本
人
・
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
孤
立
や
分
断
に

繋
が
る
と
危
惧
す
る
市
民
も
い
た（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
懸
念
に
反
し
て
、「
力
の
柱
」
は
、

連
帯
の
象
徴
と
し
て
多
く
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
た
ち

の
支
援
を
受
け
て
き
た
。 

例
え
ば
、
C
W
J
C
の

設
立
当
時
か
ら
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

る
日
系
女
性
の
グ
レ
ー
ス
・
シ
ミ
ズ
さ
ん
が
そ
う
だ
。

シ
ミ
ズ
さ
ん
の
両
親
は
ペ
ル
ー
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
強

制
的
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
一
九
四
一
年
か
ら
四
五

年
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
捕
虜
と
交
換
す
る
目
的

で
一
三
の
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
か
ら
二
〇
〇
〇

人
以
上
の
日
系
人
が
無
理
や
り
ア
メ
リ
カ
に
連
れ
て

こ
ら
れ
た
。
八
〇
〇
人
は
実
際
に
捕
虜
交
換
と
し
て

日
本
へ
送
ら
れ
、
残
り
の
人
々
は
強
制
収
容
所
に
連

れ
て
い
か
れ
た
。
日
本
が
降
伏
し
た
あ
と
、
さ
ら
に

九
〇
〇
人
が
日
本
へ
渡
り
、
最
終
的
に
は
三
〇
〇
人

あ
ま
り
が
ア
メ
リ
カ
に
残
っ
た
。
一
九
八
八
年
、
レ

ー
ガ
ン
大
統
領
が
日
系
人
を
強
制
収
容
し
た
過
去
に

つ
い
て
正
式
に
謝
罪
し
、一
人
あ
た
り
二
万
ド
ル（
当

時
の
レ
ー
ト
で
約
二
五
〇
万
円
）
の
賠
償
金
を
支
払
っ

た
が
、
こ
の
戦
後
補
償
に
シ
ミ
ズ
さ
ん
の
両
親
な
ど

日
系
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
人
は
、
収
容
当
時
、
ア
メ

リ
カ
の
市
民
権
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に

含
ま
れ
な
か
っ
た
。
一
九
九
八
年
に
日
系
ラ
テ
ン
・

ア
メ
リ
カ
人
は
、
正
式
謝
罪
と
五
〇
〇
〇
ド
ル
の
賠

償
金
を
勝
ち
取
っ
た
が
、
予
算
の
関
係
で
結
局
一
四

五
人
に
し
か
支
払
わ
れ
ず
、
未
だ
に
闘
い
は
続
い
て

い
る（

（
（

。

　

歴
史
の
教
科
書
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
一
九
四

五
年
に
終
わ
っ
た
と
教
え
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
争

が
終
わ
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？

誰
が
ど
の
よ
う
に
「
終
わ
り
」
を
決
め
る
の
だ
ろ
う

か
？
「
戦
後
」
は
い
つ
始
ま
り
、
い
つ
終
わ
る
の
だ

ろ
う
か
？
実
は
、
多
く
の
人
々
は
「
戦
後
」
を
今
も

生
き
て
い
る
。
シ
ミ
ズ
さ
ん
は
、
未
だ
終
わ
ら
な
い

第
二
次
世
界
大
戦
の
負
の
遺
産
の
一
つ
で
あ
る
日
本

軍
性
奴
隷
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家

に
よ
る
女
性
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
人
権
侵
害
に
対

し
て
声
を
あ
げ
続
け
て
い
こ
う
、
と
い
う
決
意
を
新

た
に
し
た
と
い
う
。「
こ
の
美
し
い
メ
モ
リ
ア
ル
か
ら
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
強
さ
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
共
に
手
を
携
え
、
平
和
の
た
め
、
そ
し
て
歴
史

修
正
主
義
や
国
家
責
任
の
隠
蔽
、
さ
ら
に
は
右
派
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
女
性
や
子
ど
も
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
暴
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
活
動
し
て

き
た
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
そ
し
て
世
界
中
の
人
々
の

力
を
感
じ
る
」
と
述
べ
、 

メ
モ
リ
ア
ル
へ
の
共
感
と

連
帯
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
別
の
話
を
紹

介
し
よ
う
。
二
月
一
九
日
は
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
二

月
一
九
日
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統

領
が
「
大
統
領
令
九
〇
六
六
」
に
署
名
し
た
こ
と
に

よ
り
、
一
二
万
人
も
の
日
本
人
と
日
系
人
が
強
制
収

容
所
に
送
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
日
だ
か
ら
だ
。

「
二
・
一
九
」
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
毎
年
各

地
で
“Day of Rem

em
brance

（
追
悼
の
日
）”の
行

事
が
催
さ
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
も
盛
大
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
「
追
悼
の
日
」
の

ス
ピ
ー
チ
で
、
日
系
二
世
の
マ
リ
オ
ン
・
マ
サ
ダ
さ

ん
が
、
自
身
が
強
制
収
容
所
で
体
験
し
た
性
暴
力
に

つ
い
て
沈
黙
を
破
っ
た
。
ス
ピ
ー
チ
後
、
マ
サ
ダ
さ

ん
の
勇
気
を
た
た
え
、
満
席
の
会
場
か
ら
は
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
・
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
鳴
り
や
ま
な
か
っ
た

と
い
う
。
性
暴
力
の
傷
を
癒
し
、
再
び
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
た
マ
サ
ダ
さ
ん
は
、 「
私
た
ち
は
彼
女

た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、

日
本
軍
性
奴
隷
の
被
害
者
た
ち
を
熱
烈
に
支
持
し
た
。

日
系
三
世
で
、
臨
床
心
理
士
の
リ
サ
・
ナ
カ
ム
ラ
さ

ん
は
、
祖
父
母
と
両
親
が
強
制
収
容
所
で
数
年
過
ご

し
た
経
験
か
ら
、
国
家
に
よ
る
人
権
侵
害
が
再
び
、

誰
の
身
に
も
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
活
動
し

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
女
性
の
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安
全
と
尊
厳
が
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
普
遍

的
人
権
の
象
徴
と
し
て
の
「
慰
安
婦
」
メ
モ
リ
ア
ル

の
建
設
を
、
当
初
よ
り
応
援
し
て
い
た
。「
日
本
で

あ
れ
、
米
国
政
府
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
抑
圧
に
対
し

て
立
ち
向
か
う
」
と
、
力
強
く
宣
言
し
た
ナ
カ
ム
ラ

さ
ん
は
、
現
在
、
性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
少
女
た

ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
慰

安
婦
」
メ
モ
リ
ア
ル
は
分
断
で
は
な
く
、
過
去
の
性

暴
力
に
対
す
る
共
感
や
連
帯
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
、

現
在
進
行
形
の
人
身
売
買
や
あ
ら
ゆ
る
性
暴
力
を
な

く
し
て
い
く
決
意
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
民
た
ち
に
力
と
希
望
を
与
え
て
い

る
。三

、
日
米
の
帝
国
主
義
を
解
体
し
、

　
　

植
民
地
主
義
・
軍
国
主
義
を
乗

　
　

り
越
え
る
可
能
性

　

“We are here because you w
ere there

”（
あ

な
た
方
が
そ
こ
に
い
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
こ
こ

に
い
る
）。
こ
れ
は
ス
リ
ラ
ン
カ
生
ま
れ
の
作
家
で
、

人
種
研
究
の
専
門
家
の
ア
ム
バ
ラ
ヴ
ァ
ナ
ー
・
シ
ヴ

ァ
ナ
ン
ダ
ン
の
言
葉
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
下

の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
高
等
教
育
ま
で
受
け
た
シ
ヴ
ァ
ナ

ン
ダ
ン
は
後
に
ロ
ン
ド
ン
に
わ
た
り
、
図
書
館
の
専

門
司
書
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
人
種
や
階
級
に
よ
る

差
別
、
帝
国
主
義
に
つ
い
て
書
籍
や
論
文
の
執
筆
を

つ
づ
け
、
一
九
九
七
年
に
は
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
作
家

賞
を
受
賞
し
た
。
シ
ヴ
ァ
ナ
ン
ダ
ン
は
植
民
者
や
多

国
籍
企
業
が
「
そ
こ
」
に
い
た
か
ら
こ
そ
、
自
分
た

ち
の
よ
う
な
被
植
民
者
や
有
色
人
種
の
労
働
者
が

「
こ
こ
」に
い
る
の
だ
と
、二
〇
世
紀
に
起
こ
っ
た「
第

三
世
界
」
か
ら
「
西
側
諸
国
」
へ
の
大
規
模
な
人
の

移
動
に
つ
い
て
批
判
的
分
析
を
展
開
し
た（

（1
（

。

　

植
民
地
化
の
結
果
と
し
て
の
宗
主
国
へ
の
人
の
移

動
は
、
大
英
帝
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
帝
国

日
本
に
お
い
て
も
、
満
州
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
や
南

洋
諸
島
に
次
々
と
日
本
人
開
拓
団
が
進
出
し
て
い
っ

た
。
逆
に
、
こ
れ
ら
の
被
植
民
地
か
ら
、
労
働
者
と

し
て
、
性
奴
隷
と
し
て
、
強
制
的
な
人
の
移
動
が
激

増
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
世
紀
の
後
半
か
ら
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
軍
事
占
領
・
侵
攻
し
た
、
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
諸
国
、
さ
ら
に
は
経
済
的
覇
権
を
握
っ

て
い
た
メ
キ
シ
コ
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
か

ら
「
戦
争
花
嫁
」
や
「
養
子
」、「
難
民
」
や
「
出
稼

ぎ
労
働
者
」
と
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
人
々
を
「
移

民
」
と
し
て
吸
収
し
た
時
代
だ
っ
た
。

　

一
九
二
一
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た
人
種
差
別
主

義
に
基
づ
い
た
出
身
国
割
り
当
て
制
限
が
、
一
九
六

五
年
の
移
民
国
籍
法
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
出
身
者
が
移
民
の
大

多
数
を
占
め
て
い
た
旧
来
の
移
民
パ
タ
ー
ン
に
大
き

な
変
化
が
生
じ
、
七
〇
年
ま
で
に
東
南
ア
ジ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
出
身
の
移
民
が
急
増
し
た
。

八
〇
年
代
に
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
、
お
よ
び
中

南
米
な
ど
か
ら
の
移
民
が
全
体
の
七
割
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
に
は
ア
ジ
ア

か
ら
の
移
民
数
が
中
南
米
か
ら
の
移
民
数
を
初
め
て

上
回
り
、
二
〇
一
三
年
に
そ
の
割
合
は
四
一
パ
ー
セ

ン
ト
に
ま
で
増
加
し
た（

（1
（

。

　

人
種
研
究
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研

究
者
の
リ
サ
・
ロ
ウ
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
五
年
以
降

の
移
民
も
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
移
民
ほ
ど
一
目
瞭
然

で
は
な
い
が
、「
す
で
に
植
民
地
主
義
に
よ
っ
て
崩

壊
さ
せ
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
ネ
オ
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
資

本
主
義
と
戦
争
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
た
社
会
か
ら
や

っ
て
き
た
」
と
し
、
こ
れ
ら
移
民
の
流
入
は
、
単
な

る
人
の
移
動
と
し
て
で
は
な
く
、
被
植
民
者
の
帝
国

の
中
心
部
へ
の
「
帰
還
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き

だ
、
と
主
張
し
た（

（1
（

。

　

C
W
J
C
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
ア
ジ
ア

系
住
民
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て

こ
の
多
様
性
は
、
ま
さ
に
米
国
の
軍
事
的
、
経
済
的
、

文
化
的
な
影
響
を
多
大
に
受
け
、
帝
国
の
中
心
部
へ

「
帰
還
」
を
果
た
し
た
、
ア
ジ
ア
系
住
民
に
よ
っ
て

担
保
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
か
れ
ら
は
米
国
「
以
前
」

に
存
在
し
た
日
本
帝
国
主
義
に
つ
い
て
、
遠
く
ア
メ

リ
カ
の
地
か
ら
、「
自
分
の
問
題
」
と
し
て
考
え
、

行
動
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人

が
、
日
本
軍
性
奴
隷
の
問
題
に
協
働
し
て
取
り
組
む

こ
と
は
、
日
米
両
国
の
帝
国
主
義
の
内
実
、
体
現
さ

れ
た
知
識
を
意
識
化
し
、
植
民
地
主
義
・
軍
国
主
義

を
乗
り
越
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。

　

さ
ら
に
、C
W
J
C
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、出
身
国
・

ル
ー
ツ
の
あ
る
国
で
「
慰
安
婦
」
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
団
体
と
の
連
携
関
係
を
も
っ
て
お
り
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
多
様
性
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

繋
が
り
を
生
み
出
し
、共
闘
す
る
こ
と
で
、「
力
の
柱
」

建
立
、
そ
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
高
校
世
界
史



67 環太平洋社会運動の可能性─サンフランシスコ『慰安婦』メモリアルが投げかけるもの

教
科
書
へ
の
「
慰
安
婦
」
問
題
の
記
述
な
ど
、
目
に

見
え
る
成
果
を
達
成
し
た
。
特
に
、
日
本
政
府
の
動

向
や
官
民
一
体
の
「
歴
史
戦
」
に
関
す
る
情
報
を
提

供
し
、
日
本
の
団
体
と
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の

が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
岸
地
域
に
拠
点
を
お
く

在
日
コ
リ
ア
ン
団
体
、
E
R
で
あ
る
。
既
に
E
R
メ

ン
バ
ー
で
社
会
活
動
家
の
金
美
穂
と
、
医
学
史
家
の

絹
川
知
美
の
共
著
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
在
米
す
る
在
日
コ
リ
ア
ン
団
体
で
あ
る
E
R

は
、
日
本
帝
国
主
義
の
植
民
地
被
支
配
者
と
し
て
、

ま
た
米
国
に
お
け
る
人
種
化
さ
れ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

と
し
て
、
二
重
の
被
差
別
の
立
場
か
ら
、
権
力
と
抑

圧
の
構
造
を
理
解
し
、
解
体
す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
よ
り
国
境
を
超
え
た
当
事
者
の
団
結
の
理

論
と
実
践
を
積
み
、
C
W
J
C
の
活
動
の
中
で
そ
の

経
験
を
存
分
に
発
揮
し
て
き
た（

（1
（

。

　

例
え
ば
、E
R
に
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、長
年
「
慰

安
婦
」の
真
実
と
正
義
の
た
め
に
活
動
し
て
き
た「
日

本
軍
『
慰
安
婦
』
問
題
・
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

始
め
と
す
る
、
数
々
の
団
体
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

市
議
や
市
長
に
向
け
て
、
メ
モ
リ
ア
ル
建
設
を
支
持

す
る
日
本
市
民
の
連
帯
の
思
い
を
綴
っ
た
手
紙
を
作

成
し
、
送
付
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
二
〇
一
五

年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
議
会
は
全
会
一
致

で
「
慰
安
婦
」
メ
モ
リ
ア
ル
の
建
設
を
決
定
し
た
の

だ
。
そ
の
後
、
二
〇
一
七
年
に
入
る
と
、
吉
村
洋
文

大
阪
市
長
は
、
故
・
リ
ー
市
長
へ
計
五
通
の
公
開
書

簡
を
送
付
し
、「
慰
安
婦
」
問
題
は
、
二
〇
一
五
年

一
二
月
に
発
表
さ
れ
た
日
韓
両
国
政
府
の
「
合
意
」

に
よ
っ
て
解
決
積
み
と
の
立
場
に
立
ち
、
メ
モ
リ
ア

ル
の
建
設
は
「
合
意
の
精
神
を
傷
つ
け
る
も
の
」
で

あ
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、「
日
本
の
み
を
批
判
の

対
象
」
と
し
た
「
一
方
的
な
主
張
」
は
地
元
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
分
断
、
両
市
の
関
係
悪
化
、
さ
ら
に
は
日

米
関
係
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
、「
慰
安
婦
」

像
の
公
有
地
へ
の
設
置
に
関
し
て
「
再
度
の
検
討
を

強
く
求
め
」
た
。
九
月
二
九
日
付
の
書
簡
で
は
、「
姉

妹
都
市
関
係
を
根
本
か
ら
見
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
脅
迫
と
も
取
れ
る
強
い
口
調
で
、
像
の
公
有
化
に

反
対
し
続
け
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
吉
村
市
長
の
動
き
に
対

し
、
再
び
E
R
は
大
阪
市
民
を
中
心
と
し
た
数
百
の

日
本
市
民
の
、平
和
と
女
性
の
人
権
を
象
徴
す
る「
慰

安
婦
」
像
の
公
有
化
を
望
む
思
い
を
込
め
た
手
紙
を

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
届
け
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り

二
〇
一
七
年
一
一
月
に
正
式
に
市
の
所
有
物
と
な
っ

た
。

　

私
は
二
〇
〇
三
年
に
、
在
日
朝
鮮
人
の
元
日
本
軍

「
慰
安
婦
」
と
し
て
唯
一
、
日
本
政
府
を
訴
え
た
宋ソ

ン

神シ
ン

道ド

さ
ん
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
最
高
裁

判
所
が
上
告
棄
却
を
し
た
後
の
裁
判
報
告
会
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
当
時
大
学
生
だ
っ
た
私
は
、
な

ぜ
被
害
当
事
者
が
、
語
り
つ
づ
け
、
頑
張
り
つ
づ
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
若
い
世
代
の
自
分
た
ち

は
何
を
し
て
い
る
ん
だ
、
と
帰
り
の
電
車
の
中
で
悔

し
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
あ
れ
か
ら
一
〇
年
以
上

経
ち
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
宋
さ
ん
は
こ
の
世
の

命
を
ま
っ
と
う
し
、
旅
立
っ
て
い
っ
た
。
お
会
い
し

た
の
は
一
度
き
り
だ
っ
た
が
、
実
は
東
日
本
大
震
災

の
直
後
、
E
R
が
日
本
太
平
洋
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
共
に 

「
日
本
多
文
化
救
済
基
金
」
を
立
ち
上
げ
、

数
年
前
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
で
、
被
災
の

状
況
や
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
が
、
人
種
や
経
済
格
差
な

ど
に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
身
を
も

っ
て
体
験
し
た
米
国
市
民
た
ち
の
協
力
を
え
て
、
宮

城
で
被
災
さ
れ
た
宋
さ
ん
の
生
活
の
再
建
の
た
め
に

寄
付
金
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
州
立
大
学
で
、
宋
さ
ん
の
闘
い
を
収
め

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
オ
レ
の
心
は
負
け
て

な
い
』
の
上
映
会
を
組
織
す
る
な
ど
、
教
育
事
業
に

も
力
を
入
れ
て
き
た
。
元
日
本
軍
「
慰
安
婦
」
で
あ

る
と
名
乗
り
出
て
、
女
性
の
人
権
の
た
め
に
一
生
を

捧
げ
た
宋
さ
ん
の
レ
ガ
シ
ー
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
地
で
「
在
日
」
と
し
て
在
米
し
て
生
き
る
私
た

ち
の
原
動
力
で
あ
り
、
人
種
や
国
境
を
超
え
て
普
遍

的
人
権
の
た
め
に
連
帯
す
る
全
て
の
人
々
に
勇
気
を

与
え
続
け
て
い
る
。

　

こ
の
論
考
を
書
く
に
あ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
だ

さ
っ
た
梁
・
永
山
聡
子
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

�

（
は
・
き
ょ
ん
ひ
／
明
治
大
学
）　

（
1
）　

代
表
的
な
も
の
と
し
て
産
経
新
聞
の「
歴
史
戦
」

シ
リ
ー
ズ
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル

な
新
聞
に
お
い
て
も
「
慰
安
婦
問
題
」
は
二
〇
一
五

年
一
二
月
、
日
本
政
府
と
韓
国
政
府
の
間
で
結
ば
れ

た
「
合
意
」
よ
っ
て
解
決
済
み
、
と
の
見
解
に
立
つ

も
の
が
多
い
。

（
2
）　
「
慰
安
婦
」
正
義
連
盟
（
“Com

fort W
om

en

” 
Justice Coalition

）
の
共
同
代
表
、
名
誉
代
表
、

加
盟
団
体
な
ど
の
情
報
は
、
“Coalition m

em
bers

”

の
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。http://

rem
em

bercom
fortw

om
en.org/coalition-
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m
em

bers/

（
二
〇
一
八
年
二
月
二
二
日
ア
ク
セ
ス
）

（
3
）　

例
え
ば
、
小
倉
紀
蔵
氏
は 

「
慰
安
婦
問
題
に
お

け
る
人
間
と
歴
史
」
と
い
う
論
考
で
、エ
ス
ニ
ッ
ク
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
在
米
韓
国
人
が
、
ホ
ス
ト
社

会
で
生
き
抜
く
戦
略
と
し
て
「
慰
安
婦
」
問
題
に
関

わ
り
、
米
国
の
掲
げ
る
普
遍
的
人
権
と
い
う
価
値
を

体
現
す
る
市
民
と
し
て
の
自
己
を
確
立
し
よ
う
と
し

て
い
る
（
二
九
八
〜
三
〇
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

小
倉
紀
蔵
「
慰
安
婦
問
題
に
お
け
る
人
間
と
歴
史
」

（
浅
野
豊
美
、
小
倉
紀
蔵
、
西
成
彦
編
『
対
話
の
た

め
に 

「
帝
国
の
慰
安
婦
」
と
い
う
問
い
を
ひ
ら
く
』

ク
レ
イ
ン
、
二
〇
一
七
年
）
二
七
五
～
三
一
三
頁
。

（
4
）　M

arianne H
irsch. 

“The Generation of 
Postm

em
ory,

” Poetics T
oday 29:1

（Spring 
2008

）:PP.103-128.

（
5
）　Y

en Le Espiritu. Body Counts: T
he 

V
ietnam

 W
ar and M

ilitarized Refuge

（es
） 

（U
niversity of California Press, 2014

）.

（
6
）　D

iana T
aylor. T

he A
rchive and the 

Repertoire: Perform
ing Cultural M

em
ory in 

the A
m

ericas: C
ultural M

em
ory and 

Perform
ance in the A

m
ericas （A

 John H
ope 

Franklin Center Book, 2003

）.

（
7
）　Com

m
unity Facts, 2010 D

em
ographic 

Profile D
ata, San F

rancisco, C
alifornia 

U
nited States C

ensus B
ureau  https://

factfinder.census.gov/faces/tableservices/
jsf/pages/productview

.xhtm
l?src=CF

（
二
〇

一
八
年
三
月
二
二
日
ア
ク
セ
ス
）

（
8
）　

例
え
ば
、
二
〇
一
七
年
六
月
、
米
ア
ト
ラ
ン
タ

篠
塚
隆
総
領
事
が
隣
接
す
る
ブ
ル
ッ
ク
ヘ
イ
ブ
ン
市

の
公
園
に
設
置
が
決
ま
っ
た
「
慰
安
婦
」
像
を
「
日

本
に
対
す
る
敵
意
と
憎
悪
の
象
徴
だ
」
と
述
べ
、「
慰

安
婦
は
売
春
婦
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
た 

（
東

京
新
聞
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
九
日
）。
米
国
に
お

け
る
「
慰
安
婦
」
否
定
論
者
の
「
歴
史
戦
」
の
戦
い

方
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
山
口
智
美
「
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
市
『
慰
安
婦
』
像
設
置
を
め
ぐ
る
『
歴
史

戦
』」（『
世
界
』
二
〇
一
八
年
二
月
号
）
二
〇
～
二

四
頁
や
、
山
口
智
美
、
能
川
元
一
、
テ
ッ
サ
・
モ
ー

リ
ス
─

ス
ズ
キ
編
『
海
を
渡
る
「
慰
安
婦
」
問
題 

: 

右
派
の
「
歴
史
戦
」
を
問
う
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　

“CA
M

PA
IGN

 FO
R JU

ST
ICE Redress 

N
ow

 for Japanese Latin A
m

ericans!

” Press 
release

（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
二
日
）, N

ikkei 
for Civil Rights and Redress, http://w

w
w

.
ncrr-la.org/cam

paign.htm
l

（
二
〇
一
八
年
三
月

一
〇
日
ア
ク
セ
ス
）and D

ensho Encyclopedia, 
http://encyclopedia.densho.org/

（
二
〇
一
八

年
三
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
10
）　

“The struggle to M
em

orialize 'Com
fort 

w
om

en'
” China D

aily U
SA

, 

二
〇
一
七
年
一
二

月
四
日, http://usa.chinadaily.com

.cn/
a/201712/04/W

S5a24ee45a31053764feb779f.
htm

l

（
二
〇
一
八
年
三
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
11
）　

“Reflections on D
ay of Rem

em
brance: 

Supporting the SF
 'com

fort w
om

en' 
m

em
orial &

 delving into our ow
n history of 

sexual violence against w
om

en in tim
es of 

w
ar

” NichiBei T
im

es, 

二
〇
一
六
年
二
月
一
八
日 

https://w
w

w
.nichibei.org/2016/02/

reflections-on-day-of-rem
em

brance-
supporting-the-sf-com

fort-w
om

en-m
em

orial-

delving-into-our-ow
n-history-of-sexual-

violence-against-w
om

en-in-tim
es-of-w

ar/

（
二

〇
一
八
年
三
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
12
）　

“We A
re H

ere Because Y
ou W

ere W
ith 

U
s:R

em
em

bering A
. Sivanandan

（1923–
2018

）” Ceasefire M
agazine, 

二
〇
一
八
年
二
月

四
日, https://ceasefirem

agazine.co.uk/us-
rem

em
bering-a-sivanandan-1923-2018/

（
二

〇
一
八
年
三
月
一
〇
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
13
）　

“The Legacy of the 1965 Im
m

igration 
A

ct

” Center for Im
m

igration Studies, 1995. 
https://cis.org/R

eport/L
egacy-1965-

Im
m

igration-A
ct

（
二
〇
一
八
年
三
月
一
〇
日
ア

ク

セ

ス

）、
“Chapter 3: T

he Changing 
C

haracteristics of R
ecent Im

m
igrant 

A
rrivals Since 1970,

” M
odern Im

m
igration 

W
ave B

rings 59
M

illion to U
.S. D

riving 
Population Grow

th and Change T
hrough 

2065. h
ttp

://w
w

w
.p

ew
h

isp
an

ic.
org/2015/09/28/chapter-3-the-changing-
characteristics-of-recent-im

m
igrant-arrivals-

since-1970/

（
二
〇
一
八
年
三
月
一
三
日
ア
ク
セ
ス
）

（
14
）　Lisa Low

e. Im
m

igrant A
cts: O

n A
sian 

A
m

erican C
ultural P

olitics.

（D
uke 

U
niversity Press 1996

）, p.16.

（
15
）　

金
美
穂
・
絹
川
知
美
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日

本
軍
『
慰
安
婦
』
問
題
」（『
人
権
と
生
活
』
第
四
二

号
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
四
○
～
四
三
頁
。

（
16
）　
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
宛
公
開
書
簡
」
大

阪
市
、http://w

w
w

.city.osaka.lg.jp/
keizaisenryaku/page/0000412733.htm

l

（
二

〇
一
八
年
二
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）。


